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機能性高分子材料・環境高分子材料 Fe201

動的結合を利用した高機能性高分子材料

水素結合等の分子間力や可逆性の共有結合など、動的結合により高分子量化した材料の機能を追

求しています。動的結合の可逆性を結晶化/融解などの相転移現象と組み合わせて、分子構造から

高次構造までの多階層構造をダイナミックに変化させることにより、硬軟物性間双方向変換性や

自己修復性など特徴ある新たな機能性材料の開発に成功しています。

Polymers constructed by dynamic bonds
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高分子ブレンドによるナノ周期構造

ブロックコポリマーでは良く知られたナノ周期構造パターンを、単純なポリマーブレンドで形成す

ることに成功しました。1成分を選択除去して凹凸パターン化することも容易です。

Nano-ordered patterns by polymer blends

材料としての性能を保持しつつ、可逆反応性と分
子運動を付与して修復性を確保

１．可逆反応と耐熱性の両立

２．結晶性高分子の自己修復

架橋と結晶化の順序交換による物性の制御
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溶媒の結晶化により、溶解していた高分子A、高分子Bの析出、高分子Aの溶媒結晶上でのエピタキシャル結晶
化によるナノ周期構造形成、非平衡構造での凍結の3現象をほぼ同時に進行させ、目的の構造体を作成してい
る。
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